
（警察本部）

左 の 財 源 内 訳

事 業 名 予 算 額 説 明

国庫支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

〔会計課〕

1警察署庁舎整備費 336,432 2,729 234,000 89,952 9,751 宇都宮東警察署庁舎の移転整備に要する経費

（宇都宮東警察署） ・整備場所 宇都宮市中今泉３丁目

・規 模 ＲＣ造４Ｆ 6,809㎡

・供用開始 平成33（2021）年度（予定）

・総事業費 約43億円

・平31事業 造成・建築工事

（継続費 平成31（2019）～33（2021）年度 総額 3,788,667千円）

2交 番 ・ 駐 在 所 189,992 176,000 767 13,225 交番・駐在所の整備等に要する経費

整 備 費 ・交 番 新 設 ２箇所

・交 番 建 替 １箇所

・駐在所改修 ５箇所

3職 員 宿 舎 整 備 費 301,642 225,000 70,000 6,642 宇都宮地区独身寮の整備に要する経費

・整備場所 宇都宮市宝木町２丁目（現宝木職員住宅敷地内）

・規 模 ２棟84室 ＲＣ造３Ｆ 2,016㎡

・供用開始 平成32（2020）年度（予定）

・総事業費 約23億円

・平31事業 建築・設備工事等

（継続費 平成31（2019）～32（2020）年度 総額 1,283,109千円）

4交通安全施設整備費 1,861,498 309,469 1,150,000 90,000 312,029 交通安全施設の整備に要する経費

1 特定事業 618,938千円

・信号機更新、管制システム改修等

2 県単事業 1,242,560千円

・信号機新設、信号機更新、道路標識・標示更新、 ＬＲＴ関連施設整備等
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左 の 財 源 内 訳

事 業 名 予 算 額 説 明

国庫支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

5ＬＲＴ関連交通安全 139,913 73,000 66,913 ＬＲＴの運行時における安全で円滑な道路交通環境を確保するための交通管制

施 設 整 備 費 エリアの拡大に要する経費

（再 掲）

6高 齢 運 転 者 対 策 72,746 26,000 46,746 高齢運転者への支援体制の充実・強化及び交通安全教育の推進のための環境整

環 境 整 備 費 備に要する経費

1 交通安全教育センター改修工事 35,745千円

2 安全運転コース改修工事 32,256千円

3 設計委託 4,745千円

7捜 査 活 動 強 化 費 17,512 8,669 8,843 捜査活動を強化するための資機材の整備に要する経費

1 客観証拠収集資機材整備（画像収集装置等33台） 4,455千円

2 捜査用カメラシステム整備（20台） 7,833千円

3 特殊詐欺事件用資機材整備（超小型カメラ等82台） 1,643千円

4 自動車盗事件等用小型よう撃捜査支援装置整備（10式） 3,581千円

8ストーカー・ＤＶ 1,747 864 883 ストーカー・ＤＶ被害防止に要する経費

対 策 費 1 携帯型ＧＰＳ機能付緊急通報装置貸与事業費（50セット） 590千円

2 一時避難場所確保経費 969千円

3 ストーカー加害者対策費 188千円

9特 殊 詐 欺 対 策 費 52,389 1,513 50,876 振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺被害抑止対策に要する経費

1 特殊詐欺被害防止対策広報費 349千円

2 特殊詐欺被害防止検定事業費 85千円

3 水際阻止向上方策事業費 22千円

4 送付型等特殊詐欺被害防止対策費 268千円

5 特殊詐欺被害防止コールセンター事業費（15人） 51,665千円



10高 齢 者 交 通 安 全 16,039 7,354 8,685 高齢者への総合的な交通安全対策に要する経費

総 合 対 策 事 業 費 1 高齢者交通安全教育推進事業費 7,777千円

2 高齢者交通安全等アドバイザー事業費 4,254千円

3 地域交通安全活動推進事業費 708千円

4 高齢者自転車免許費 844千円

5 その他事務費 2,456千円

11高 齢 者 交 通 安 全 7,777 7,777 スケアード・ストレイト方式による交通安全教室の開催等に要する経費

教 育 推 進 事 業 費

（再 掲）

12新 交 通 管 理 14,523 14,523 新交通管理システムの開発及び交通携帯端末の整備に要する経費

システム等整備費 ・整備台数 交通携帯端末 320台
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